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HPE HCシリーズの特徴
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1. リスクを低減！
− 実績ある製品で可用性 99.999%
− 運用変更抑制。サイロ化を回避

2. 運用/導入が楽！
− セットアップはたった15分で完了*
− ワンツールで統合運用

3. ハイブリッドクラウド Ready！
− クラウドとの連携が可能

− ハイブリッドクラウドの第1歩に

4. 次世代へのステップアップ！
− 様々なワークロードに対応

− 次世代インフラへの橋渡しに

* VMwareモデルの場合

Presenter
Presentation Notes
　　　さて、特徴ですが、今日はこちら4つの点をご説明差し上げたいと思います。　　一つ目はリスクを低減。かつサイロ化させない : 実績ある製品で構成され、信頼性も申し分なし。かつ導入に際して身構える必要なし。これまでの運用を変える必要なし　　　これはHPEのHC製品です。当たり前ですがそのまんまProLiantです。中身もHCだからといってかえたりしていません。100% pure Poliantです。      HPE HCでは、サーバーはもちろんのこと、構成するコアテクノロジーである、Software Defined Storageを実現するソフトウェアも、すべて単体で販売されている　　　実績ある製品で構成されています。その可用性は99.999%と、信頼性も折り紙つきです！　　　VMware社の、Microsoft社のハイパーバイザーも含めて、トータルサポートが提供できるのも、HPEの強みです。つまりは、サポートでたらいまわしにあいません。　　　また、iLOというリモート管理ツールもそのまま、通報サービスなどもそのまま、Raidコントローラーもそのまま、よくあるハードウェア監視方式と融合できます。　　　従来からの運用や、周囲のシステムと分断されることなく、サイロ化回避にもつながります。



リスクを低減

Apollo 2000 DL380

HPE StoreVirtual

ハイパーバイザー

Software Defined Storage

サーバー

実装済
ProLiant &
Helion OS

8年
SDS パイオニア

200万
ライセンス WW1

StoreVirtual VSA 

HPEで総合サポートが可能

* VMwareはOEM版購入の場合、HPEからサポート可能

実績あるSDS
可用性99.999%を実現

Presenter
Presentation Notes
　　HPE HCでは、サーバーはもちろんのこと、構成するコアテクノロジーである、Software Defined Storageを実現するソフトウェアも、すべて単体で販売されている　　実績ある製品で構成されています。その可用性は99.999%と、信頼性も折り紙つきです！　　VMware社の、Microsoft社のハイパーバイザーも含めて、トータルサポートが提供できるのも、HPEの強みです。つまりは、サポートでたらいまわしにあいません。　　導入時に身構える必要のない、安心のHyper Converged製品です。



HPE Hyper Convergedならではの高信頼性アプローチ

Hypervisor

HPE HC Node

HPEのアプローチ 他社のアプローチ

ハードウェアRAID無し
Boot Diskの障害時はスイッチの間全VMがハング
同一クラスター内の全VMでI/O性能劣化

Hypervisor

HPE HC Node

ハードウェアRAID
Disk障害がワークロードに影響を及ぼさない
Raidコントローラーがリビルドをコントロール

SSDs   10K SAS HDDs

HPE RAID Controller HPE RAID Controller

SSDs  10K SAS HDDs

Hypervisor

Node

SCSI Controller

SSDs          HDDs

Virtual

Hypervisor

Node

SSDs            HDDs

Virtual

SATA
DOM

SATA
DOM

SCSI Controller

ハードウェアRAIDならではのメリット



運用/導入が楽！
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ESXi ESXi ESXi ESXi

VMware vSphere - Host Clustering

管理 VM
（vCenter など）

HPE 
HC250 / 380

ユーザー仮想マシン

Server 1 Server 2 Server 3 Server 4

内蔵 SSD / HDD

Storage
Clustering
＋チューニング

HW-RAID HW-RAID HW-RAID HW-RAID

製品出荷時 HPE OneView InstantOn お客様作業

IP IP IP IP

HPE OneView InstantOn : わずか15分でセットアップ

* VMwareモデルの場合

Presenter
Presentation Notes
　　　仕組みはこんな感じになっています。たとえば、4台のサーバーで導入したときを見てみましょう。　　　製品出荷時は…. 　　　ここからInstantOnです。　　　あとはお客様のほうで、必要なVMを作成していただくことができます。           増設も一緒の手順です。



日々の運用管理はハードウェアも含めて VMware vCenter UI に統合

運用/導入が楽！

iLO リモートコンソール
シングルサインオン HPE ハードウェア専用ページ

（vCenter 統合プラグイン）
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Presenter
Presentation Notes
  　 構築が出来上がったら、運用は基本は仮想化ベンダーのなじみのツールで行っていただくことができます。　   ただし、そこにも一工夫が。HPEのハードウェアが仮想化ベンダーのなじみのツールからも確認できるように、情報連携がされているのです。　　基本的な日々の運用はワンツールで行っていただくことができます。



ハイブリッドクラウド Ready!
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HPE HC250 for Microsoft CPS
(Cloud Platform Standard)

HPE HC380 for Cloud
(HPE Helion Cloud System)

System Center
Azure Pack

VM

VM

Microsoft Azureとの連携 各種クラウドとの連携

Presenter
Presentation Notes
　　はい。ここもHPEの大きな特徴です。HPEはHCを、クラウドライクなインフラ、としてとらえています。　　オンプレミスとクラウドを使いこなす、いわばハイブリッドクラウドを目指すうえで大きな課題は、オンプレミスとクラウドとがに運用管理性や、スピード感に　　大きなGapがあるということです。ハイパーコンバージドのスピード感、管理性は、このGapをうめ、パブリッククラウドとの距離を縮めることに役立つんですね。　　こちらご覧ください。　　HPEのHCには、ハイブリッドクラウドを実現するためのツールがすでにはいっていたり、または機能として追加していただくことができ、　　ハイブリッドクラウド Readyな環境も、迅速に構築していただくことができます。　　左の製品には、Microsoft Azureと連携するためのツールがすでに組み込まれています。　　右側は、HC380のひとつの構成パターンなのですが、OpenStackベースのクラウドコントローラーが組み込まれています。　　



次世代へのステップアップ！
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Hyper Converged Composable
HPE OneView

Hyper Converged UX

• 独自のユーザーインターフェース HPE OneView HC UX
• 将来のコンポーザブル化（仮想化だけでない、マルチワークロード環境）の架け橋に

マルチワークロード
統合管理

*計画は、予告なく変更となる可能性があります

Presenter
Presentation Notes
　　　HCは仮想化のみにフォーカスをしていますが、同じニーズは今後ベアメタル、そしてコンテナというような多様なワークロードに答える環境に対しても　　　シンプルな管理やスピード感というのは当然求められてきます。　　　このような、仮想化だけでなく、多様な環境に対してハイパーコンバージドのメリットを享受できる環境を、コンポーザブルインフラストラクチャとよんでいます。　　　HPEのHCには入っている、HC-UXという独自のインターフェースがあらかじめインストールされているのですが、　　　将来このインターフェースが、コンポーザブルインフラの環境を統合的にサポートしていきます。　　　次世代に向けた最初の1歩としても、HCを位置づけていただくこともできるかと思います。
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まとめ



HPE HCシリーズの特徴まとめ
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1. リスクを低減！

2. 運用/導入が楽！

3. ハイブリッドクラウド Ready！

4. 次世代へのステップアップ！

* VMwareモデルの場合

安心安全の
ProLiant品質

VMware、Microsoft、
ストレージやネットワーク機器

までまるっとサポート

簡単セットアップツール・
おなじみの管理ツールで

ラクラク導入・運用

クラウドの使用感を
そのままに！

ハイブリッド環境を実現
将来を見据えた架け橋製品

もちろんお求めやすい
低価格でご提供いたします

Presenter
Presentation Notes
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事例



仮想化応用ソリューションの基盤として
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※ アドオン部分のライセンス・セットアップ作業は別途必要です

+

プライベートクラウド / OpenStack
HPE HC380 + HPE Helion CloudSystem

+

マイクロセグメンテーション / NSX
HPE HC380/250 + VMware NSX

+

シンクライアント / VDI / eVDI
HPE HC380/250  + VMware Horizon View

+

国内ITサービス業

地方自治体
市役所

国内運輸業



導入実績
国内ITサービス業 : ITリソースプール （Private Cloud）
– ビジネスの目的

– 社内各部門へのITリソースを提供する、統合ITリソースプールの刷
新

– これまでクラウドを利用してきたが、リソース拡大やセキュリティを考
慮し、オンプレミスにて再構築。しかしながら、クラウドライクな運用
は実現したい

– ユーザー向けのポータルの提供、およびリクエストに応じたリソース
の払い出しを自動化する、Private Cloud基盤の提供

– ソリューション
– HPE Hyper Converged Systemによる、ストレージも統合されたシ
ンプル、かつ俊敏性ある仮想化基盤

– HPE Cloud Service Automation (CSA)による、Private Cloud環境
の構築

– お客様環境で実績あるVMware環境の利用

– フレキシブルキャパシティサービスによる、月額従量課金への移行

– 競合
– 某社 : ハイパーコンバージド製品

– 某社 : クラウドサービス

– 導入システム概要

– Private Cloud基盤

– HPE HC250 x 4シャーシ
(12サーバー)

– VMware vSphere

– HPE Cloud Service Automation 
(CSA)

– HPE Operations Orchestration 
(OO)

– 管理サーバー

– HPE ProLiant DL360 Gen9

– ネットワークスイッチ

– HP 5700-40XG-2QSFP+ x 4

Private Cloud基盤 （本番/開発環境）

HC250 x 4 シャーシ

vSphere 管理サーバー

OO

CSA

フレキシブルキャパシティサービス



導入実績
国内運輸業 : VDI
– ビジネスの目的

– 効率的な運用管理、およびセキュリティ強化のための、クライアント
統合

– 最大1,600ユーザーのクライアント環境を集約

– ソリューション

– HPE Hyper Converged Systemによる、ストレージも統合されたシ
ンプル、かつ俊敏性ある仮想化基盤

– お客様環境で実績あるVMware環境の利用

– VMware NSXによる、各ユーザーのアクセス制御を実施しセキュリ
ティ対策を強化

– HPE StoreVirtual ストレージによる、NAS / データ保護の強化
およびHPE Hyper Convergedとの統合管理

– 競合

– 某社 : ハイパーコンバージド製品

– 某社 : 通常のサーバー + 外部ストレージによる提案
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– 導入システム概要

・
・
・

– VDIシステム

– HPE HC250 x 9シャーシ
(36 サーバー)

– VMware vSphere
Horizon View / NSX

– 管理サーバー

– HPE ProLiant DL360 Gen9

– NAS/データ保護

– HPE ProLiant DL360 Gen9 x 2

– HPE StoreVirtual 4700 x 8

– ネットワークスイッチ

– HP 5700-40XG-2QSFP+ x 4

vSphere
Horizon View

NSX

StoreVirtual 4700 x 8

・
・
・

VDIシステム NAS/データ保護

HPE ProLiant DL360 Gen9

管理サーバー

HC250 x 9 シャーシ



株式会社プラザクリエイト
オンプレミスの仮想化基盤を刷新し
クラウドを超える俊敏性・TCO削減を実現
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目的
多様な写真プリントサービスを支える仮想化基盤の刷

新。ビジネス戦略を支える柔軟で俊敏性に優れた環境

を実現するとともに、運用・保守を含むトータルコストの

削減を図る。

アプローチ
仮想化基盤を実現するテクノロジーを見直し、よりシン

プルな構成で省スペース化が可能なインフラ機器を採

用。パブリッククラウドとの連携により変化するビジネ

ス要求に対応する。

ITの効果
• HPE Hyper Converged 250 Systemによりスペー

スを1/10以下に削減
• 4台の物理サーバーと7.2TBのストレージを1ボックス

/2Uで実現し機器構成と運用をシンプル化
• 24時間365日対応の保守サービスにより4時間以内

の復旧を可能に

• 機器選定から約4週間でHPE Hyper Converged
250 Systemによる新サービス系基盤システムを構築

ビジネスの効果
•パブリッククラウドを上回るスピード感で

仮想サーバー環境のセットアップを実現

•トータルコストでパブリッククラウドや他のオンプ

レミスシステムの1/2以下を達成

• ビジネス要求に応える俊敏性と信頼性を両立

しオンプレミスならではのメリットを獲得

• 商用クラウドサービスとの連携により急増するビジネ

ス要求へ柔軟に対応可能に
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